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1. はじめに

架空送電線は，電力を輸送する設備で，電気の通路となる電線

とともに電線を鉄塔から絶縁し支持するがいしが必要となる。

がいしの材料としては通常これまで磁器及びガラスが用いられ

てきた。これらの材料は極めて絶縁特性が良く，耐候性も高い

が，質量が重い，耐衝撃性

発を行った。

91年に，66kV用シリコーンゴムを外被とする複

合がいしを相間スペーサに初めて使用し，94年には世界最大の

7m長のものを275kV用まで適用拡大した。このようにして相

間スペーサ用の複合がいし使用実績が拡大しその特徴が認識さ

れると，送電線の建設及び保守費用の削減を図るため，輸送コス



古   河   電   工   時   報平成 11年 7月 第 104 号

－ 76





古   河   電   工   時   報平成 11年 7月 第 104 号

－





古   河   電   工   時   報平成 11年 7月 第 104 号

－ 80－


